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猛暑の日が続いています。熱中症などにならずにお過ご

しでしょうか。学校は、今日で前期前半の授業を終了しま

す。子供たちは、最後まで元気に登校してくれました。 

いよいよ明日から夏休みです。今年は、９月３日（月）

が授業始まりですので、４４日間の夏休みとなります。 

＜夏休みを有意義に＞ 

子供たちにとっては、楽しい夏休みですが、仕事のある

保護者の皆様にとっては、たいへんでしょう。 

子供たちにとって時間がたっぷりあるときに、普段で 

きない体験をさせたいものです。地域行事や学習会、長期 

の研修合宿などに参加するとか、実家への帰省や家族旅行を行うなど、さまざまな形の体

験があると思います。しかし、普段は、子供たちだけでの一日となることが多いでしょう。

夏休みの基本的な生活習慣（日課）を決めて、だらだらとした生活にならないように心が

けることが大切です。基本は、早寝早起き、朝ご飯です。ラジオ体操がある日は、きちん

と参加し、そうでない日も自分で朝の体操をすることがおすすめです。朝食をしっかり取

ったら、朝の内にしっかり勉強をします。そして、１０時を過ぎてからお友達と遊ぶよう

にしましょう。くれぐれもゲームやメディア漬けの一日にならないようご家庭で配慮して

ください。昼ご飯も家できちんと食べます。夕方は、６時までに必

ず帰宅し、家の手伝いをしたり、学習の続きをしたりします。夜は、

家族の団らんも大切です。宿題や次の日の準備の時間を夜に取らな

くていいので、余裕があると思います。読書をする時間も確保する

ことができるでしょう。そして、遅くても１０時までには就寝しま

しょう（９時がベスト）。このように、夏休みは、自己管理の訓練

をするには格好の期間です。ご家庭で見守っていただきながら、子

供たちに自己管理能力を付けさせたいものです。 

８月９日の登校日に、子供たちが元気な姿を見せてくれることを楽しみにしています。 

＜校長お勧めの夏休み体験＞ 

① 通所介護事業所サマーボランティア 

佐世保市社会福祉協議会江迎支部が主催するものです。期日は、7月２１日（土）～

８月３１日（金）までの希望する日です。場所は、えむかえ通所事業所（北松中央病院

の上側）です。小学４年生以上が、対象者で、時間は 8:30～17:00です。ボランティア

内容は、お年寄りの方とのふれあい、ゲームの準備や手伝い、おやつやお茶出しなどの
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活動を行います。 

小学校の段階で、福祉関係の学習をしておくことは、た

いへん大切なことだと考えます。今年から４年生の総合的

な学習の時間でも取り組むようにしていますが、本校の児

童の関わりはたいへん少ない状況です。この機会に是非、

体験していただければと考えます。 

申し込みは、直接電話（６５－２２５２）で事業所の方

にお願いします。尚、持参品として、弁当、水筒、タオルが必要です。また、保険料と

して２５０円が必要です。 

②ロボットプログラミング（こどもサマースクールＬｅｓｓｏｎ６） 

江迎地区公民館が主催するものです。すでに、こどもサマースクールの案内ちらしが

配られ、７月１０日（火）が締め切りとなっておりますが、まだ余裕があり申し込みが

可能だということですので、ご案内いたします。 

日時は、８月４日（土）13:30～15:00です。場所は、江迎地区公民館です。内容は、

ロボットを使って、遊びふれあいながらプログラミングの体験を行うというものです。 

２０２０年度より、小学校にプログラミング学習が本格的に導入されます。プログラ

ミング力は、今後の社会の中でたいへん重要視されるものと考えられます。本校では、

今年度も６年生には、少しでも体験させようと考えていますが、専門家もおらず十分対

応できる段階ではありません。そこで、専門家に直接指導してもらえるこの貴重な事業

に、是非参加してほしいと考えています。 

申し込みは、直接電話（６６―２１７５）で江迎地区公民館の方へお願いします。尚、

全学年が対象ですが、低学年は保護者同伴となっています。特に持参するものもありま

せん。お持ち帰りはないので、材料費等もいりません。 

※この他にも貴重な体験ができる活動がたくさんあります。子供たちには、時間のある夏

休みに、是非たくさんの貴重な体験をしてもらいたいと思います。 

＜お菓子等のお土産は、ご遠慮ください＞ 

夏休みには、多くのご家庭で、旅行されることや帰省されることがあると思います。子

供たちにとっては、江迎以外の外に目を向けるたいへん貴重な体験になります。普段と違

った景色や人間関係の中で過ごすことで、考えが変わったり深まったりすることもあるで

しょう。子供たちの成長にとってとても大切なことです。 

さて、帰宅の際には、お心遣いから、クラスの友達にお菓子等のお土産を買ってもって

来られる場合があります。以前は、ありがたく受け取ってクラスの子供たちに渡しており

ましたが、現在は受け取っておりません。 

理由は、現在、「食物アレルギー」が学校での重要な問題となっているからです。「食物

アレルギー」は、命に関わることですので、一つの間違いも許されません。お土産のお菓

子の成分を十分把握することはできないので、学校としては、安易に子供たちに渡すこと

はできかねるということです。 

ご厚意であるとは思いますが、以上の理由で、お菓子等のお土産を学校で配布すること

を禁止しています。ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 


